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、1．．、’．．．．　’　、，　．　　　　　　’　　．．　　　A．bstract

　　　．In　order．tQ．・clarify　the　mechapism　of　expulsion　of　the　ferti1三zed　ova　after　the　ova　transf辞r　by

　insertion　through　cervix　ill　the／tabbit，　invesヒigations　were　made　on　the　following　5　items．

、．．． @1・，　11．．The，　freqgengy、of　uterine　peristalsis　which　was　induced　by　one　side　insertion　through　　．幽

　cervix　of　the　guide　tubβ48　hours　after　mating　increased　remarkably　in　both　uteri，　and　subse－

　quently．it　decreased　to　normal　rate　about　12　hours　later．　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　2・．32P　labeled　artificial　ova　with，　Ringer’s　solution　were　depos　ited　into　the　uterus　by　insertion．

…through．cervix娼hours．after　matin9，　and　many　of　them　were　transpQrted　intG　the　vagina　w；thin

　8．．hOurs．　　　．　　．

　　　　3．32P　labeled　artificial　ova．　with．Ringer’s　solution　were　deposited　into　the　Llteri　by　injectioη

．、th，ro：ugh　the　uterin母．wqlls　after　the　intervals　of　2　days，3days，4days　and　5　days　after　the　injec－・

．tion　of　HC（｝．．．The　percentage　of　the　remaining　ova　was　found　larger　recording　to　the　length　of

．． 撃狽?撃?@intervaL　．．．　　　　　　．

1』．4，．32P　labβlegl　artificial　ova　with　Ringerts　solution　were　depos…ted　into　the　uterine　ho即s，　one

　by　insertion　through　the　cervix　and　the　other　by　injectioi、　through　uterine　wall　aftev　the　in．ter一

　マals　o．f．2．days，3：「days，4days　and　5　days　afしer　the　injection　of　HCG．　The　percentage　of　the　re－

・、maini1）g　ovq．．wqsエoμnd　small　in　each　of　the　for111er　2　sessions，　and　found　large　in　each　of　the

　latter　2　session．s，　especially　in　the　last．

　：、5，32P．labeled．　ai：tifigial　ova　with　Ringer’s　solution　were　deposited　into．　the　uterine　horns，　one

　．by　ipsertion　through　cervix　and　the　othe1’by　injection　th1’ough　uterine　wall　after　the　intervals

　qf　’i2　days，3days，4days．and　5　days　after　tlle　injectiQn　of　HCG．　The　percentage　of　the　remaining

’oVa　w．as　found　larger．in　the　former　than　in　latter，
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1・』 @　　　登内徳一郎

　　AbQve　results　give　some　information　about　the　expuls｛on　of　fertilized　ova　transferred　by

insertion　through　the　cervix　and　suggest　that・for　the　ova　transfer　through　the　ce：vix　in　t耳『≒，

rabbit，　the　best　result　can　be　obtained　4　days　or　5　days　after　the　ovulatory　treatment．

　　　　　　　　1　緒　　言　　　　‘tt　t「　　　　　’月，体量219ん3，5吻の莱経産家兎4頭を使用した。

　受精卵の移植に関する研究は，Heapeユ）が家兎を用「・1　．・著者IP報告30）し葬方法によって腹窓を装着した象兎

いて行なったのに始まり，以来家兎における研究がも　　　を保定し・無麻酔で交尾前に一定時問，子宮運動の肉

っとも多い2）－11），他の哺乳動物についてはマゥス12），　　限的観察ならびに8㎜フィルムの連続撮影を行なっ
ラット・・n），山羊14）あるいは緬羊15），豚ls）および4ジ）一　”：・’・1た6その後交尾を1回行なわせ，交尾後7時間，1日

28）などで行なわれている。しかし，これらの報告の多　　　後および2日後に同様な観察ならびに撮影を行なり

くは実験的に成功したもので，まだ実用化の段階に至　　　た。交尾後48時間に陰門から子富頸管を経由してポリ

っていない。　　『　…　’幽一．　’．it’チレン製の導管（棘～児用栄養留置カテーテル，

　受精卵の移植を実用化するにはDracyiS）のいうよ　／・　アトム医理科・K，　K製）の先端を腹窓で観察しつつ子

うに，（1）排卵あるいは過剰排卵の誘起，（2’）Donor　．宮内に挿入’した。受精卵移穂の操作と同様にするため

とRecipientの発情期の同期化，（3）受精卵の採取，　　　0・Smeのリソゲル液を注入した後，導管を抜きとっ

（4）受精卵の保存あるいは培養，（5）受精卵め移植な　．た。以後．1時間ごとに15時間までと・20時間目にそれ

どの技術を容易にできるよう醗し蔚れ1灘舩．∴それ19鋼駈挿入側腓挿入側の子醐動の縢

い。このうち，受精卵の移植の技術については，膣か　　・ならび鴎撮影を行なった。撮影された8繊フィルムの

ら子宮頸管経由による非外科的方法で移植を行なうの　　　観察は前々報31）と同様に映写機を用いて1駒1駒順を

が望ましい27）・しかし冷蛭幸晧さ纏いる多くの、一埠解際し・複雑齢の憎いてはト脈シングペ

成功例は，開腹して卵管または子宮に受精卵を移植す　　　一パーにトレースした。それらの像を肉眼観察の結果

る外科的手術の方法によったものである。殊に大動物　　　、と対比しつつ，中曽33）の分類，運動の呼称にしたがっ

において，膣から子宮頸管経由による受精卵移植を行’1薫て子宮の運動の分類，運動の発生頻度，進行方向，進

なつて成功した例はきわめて少ない23）27）。この成功レ　’　行速度を測定した。・なお実験衝排卵の確認を行なっ

ない原因としでは，移植時の子宮頸管刺戟によって子・』’たが4例とも排卵していた。　‘　・E”t

宮運動が促進され，受精卵が予宮外に排出される傾向　・T　また，本突験において子宮頸管を経由して挿入した

があるごと2°）22）26），また機能的な黄体の存在は子宮の・…　　導管はすべて伺一種類のものである。：　一”

細菌感染を受けやすく・細菌感染が受精卵の着床を妨　　・』　B　交尾家兎の子宮頸管経由にょる人工卵の

げること29）などが考えられている14）。しかし，「塚兎に　’・　　、注入　　It／　　∵

おいては動物が小さいので開腹手術を行なって膣壁を　　　　供試象兎は日本白色種で月令7～20ケ月，体重2．6

とおして子宮頸管経由移植で成功した例がいくつか報　　　～3・9舛のもの9頭（うち5頭は未経産，4頭は経産）

告されている9）’－7）。　　　・1・1・　・1　　’1　’　　　tt／　／　　を使用した。：・　　・…　　．　t／1

　著者ほ現在までに家兎の子宮運動に関する・a；・meの研・．・　　本報告において用いた人工卵はすべて，敬射性同位

究3の一32）において腹窓法を用いて家兎の乎営運動を観　・・元Pt　32Pを燐酸バリウムとして不溶性にし，これを寒

察してきた。今回は，家兎において子宮頸管経由移植　　　天液に含ませ，寒天液を加圧噴霧して冷却し，tt顕微鏡

の操作それ自体が子宮運動を促進させるかどうか，ま一・下で卵子の大きさの直径130μ前後の球状となった小

た子宮運動を促進させるならばどのような運動になる　　・粒子を選んだものである。　　　　　　　　”

か，さらにこの子宮運動は卵子を子宮外に排出させる　　　1人工卵の注入は子宮運動の観察の実験と同様に，腹

傾向があるかについで実験的研究を行なった。’　　．・．窓家兎を交尾後48時間で保定し，無麻酔で陰門から子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮頸管を経由して子宮内に導管を挿入し，人工卵を浮

　・t・it－L実験材料および実験方法・・t／、t・　　　　・遊させたリンザル液を注入した後，導管を抜きとっ

　’A「i交尾家兎の子宮頸管経由による導管挿入　　　　　た。家兎はその後6分および1時間から1蒔間ごとに

　　　後の子宮運動の観察　…　　　　　　　　　　　　8時間までの間に屠殺し，生殖器を摘出し泌。摘出

　供試動物としては目本白色種の雌で月令10～18ケ　　．した生殖裾は周囲の組織を除き，X線フ・イルム（冨士
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家兎の子宮頸管経由による受精卵の移櫓こ関する研究　（1）

ブィルムKK，工業用タイプ200）に2日間露禺し　　　月，体重2．8～4．　2k”の13頭（うち経産7頭、未経産6

てAutoradiogramをつくり，入工卵の存在を検索し　　　頭）を使用した。

た。，　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験方法は上記Cの実験と同様に家兎にHCG注射

　　C　HCG注身嫁兎の子宮壁からの人］二卵の　　　　　を行ない，注射後2～5日にネ，ソブタールで麻酔し，

　　　注入　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　開履して排卵を確認した援，f側の右子宮の頭偵1に直

　この実験は次項DのHCG（Human　ChoriQnic　　接人工卵を浮遊させたリソゲル液を注射器で注入し，

Gonadotr。pin，帝国臓器KK製）注射家兎への子宮　　　他方陰門から子宮頸管を経由して導管を他側の左子宮

頸管経F昂こよる人工卵の注入の実験の対照として行な　　　に挿入して人工卵とリソゲル液を注入した。注入後は

った。　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　導管を抜きとり，腹壁を閉じた。以後の操作，方法は

　供試動物には月令8～18ケ几体重2・7～3・　9kgの日　　　実験Cと同様である。

本白色種の雌家兎17頭を使用した。そのうち7頭は経

産，10頭は未経産であった。　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　実験成績およ’び考察

家兎に酸尾を徹わせずHCG（H・…Ch・r－ @　A魏家兎の子麟羅由｝・よ鱒管挿入
ionic　Gonadotropin）の501Uを静脈注射して排卵　　　　　　後の子宮運動

させ，HCG注射後2～5日にネンブタール（Abbott　　　交尾後48時間の腹窓家兎に子宮頸管経由で，0．5me

製）の静脈注射で麻酔して開腹し排卵を確認した　　　のリンゲル液を注入し，以後の子宮運動を観察した

後，右子宮の頭側および左子宮の尾側の子宮内腔にJ　　　が，この実験における観察全時間は920分（15時間20

それぞれリンゲル液とともに人工卵を太い人用の輸血　　　分）であった。子宮尾側％（以下子宮％と記載）の部

針を装着した注射器で直接子宮壁を穿刺して注入し，　　　位で観察された子宮運動は3，136回でそのうちのほと

腹壁を閉じた。その後，家卑の飼養は普通に行ない，　’　んどを占める3，094回が蠕動運動であった。この蠕動

人工卵注入後24時間前後に，家兎を屠殺して生殖器を　　　運動の変化の状況を4例の平均値で図1に示す。

摘出し，X線フィルムに7日間露出してAutoradio－

gramを作った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　人工卵を家兎に注入し，24時間前後に生殖器を摘嵩　　　7；　　　　　　’べ・’　　　　一【””e「‘”d　side　af　uterus

してAutOradi。gramを作製した結果，人工卵は球状　　　9　　　　　　　　＼、　　　’°…uni”5e「ted曲凸f“建翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
の原形をﾋ欄壊したものが多か・た聴直接　量2°1　　’レ齢
Autoradiogramから子宮内での残存卵数の測定は不　　　7　，，1　　｝　　　　　、　　Sv｝

可能であった。そこでAutoradiogramの32Pによる　　　三　　　　　ノ　　　　　　　　．t　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e1oフィルムの黒化の強さを一，＋～柵で次のように表示　　　嘗　　　，’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コした。一は黒化のみとめられないもの，あるいは崩壊　　　豊5

卵の微粒子によるとみられる散漫性のうすい黒化の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　　　’I　　　2　　　4　　　6　　　s　　　1o　　　12　　lく　　16　　Is　　　o
あるもの，＋は崩壊卵の小片によるとみられる1～2　　　Hrs．　afte，　r、ating　　　Hrs．。ft・r　in・e・tl・n

個の限局性の小さな濃い黒化のあるもの，升は崩壊卵　　　　Fig，1，　Frequency　of　uterine　peristalsis　ih一

の小片の数個，あるいは崩壊しなかった卵によるとみ　　　　　duced　by　one　side　insertion　through　ceryix

られる大きな濃い黒化のあるもの，冊は廿の黒化2個　　　　　of　the　guide　tube’（vaginal　side，　mean　of

以上によるとみられる非常に大きな濃い黒化のあるも　　　　　fOu「「abbits）

・湘・人工・鵬・よる・み・れ・著・く広範囲な　￥：識濫。、8h，s，、，、。，　ma、、。∴

濃い黒化のあるものとした。子宮内の残存卵数はこの

X線フィルムの黒化の分布を基礎にして，その家兎へ　　　　導管挿入後，両側の子宮ゐ蠕動運動ほともに急激に

の注入卵数，32P注入鍛および飼育箱内の放射能の検　　　頻度が増加し，1時間で最高値となり，以後不規則に

出状況を参考にして，間接的に推定した。　　　　　　　　増減はあるが，減少して12時間前後に導管挿入前の値・

　　D　HCG注射家兎の子宮頸管経由による　　　　　　に近くなった。蠕動運動の進行方向，すなわち上行・

　　　人工卵の注入　　　　　　　　　　　　　　　　下行の両波の変化の状況を家兎番号126について示せ

　供試家兎としては日本白色種の雌で月令10～23ケ　　　ば，子宮％の部位では図2，3のようであり，子宮尾
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・　　：．「ItSt！登内徳一郎　．，　・，・，、、．Lr・

一・1，，，，te，1，i日，。r、1。，、1，｛，、gh、〕　　　側％（以下子宮％と記載）の部位では図4のようであ

遷・l　l《、．．’／tt－tt　tt　　隙・乱たとおり，子郁では子宮騨礪管撒
：a，。　－1：　／W．．　　、　後の綱翻は襯則となり，下f轍力㍉ヒ徹より多

a　　　　　　　　　．t　1’　　　　、t　　　　　　　いては導管挿入後の蠕動運動の頻度の増加した時期に
お

重ユO　　　　　　　　l　』　　．一　／tt／　t、「，　　　　は下行波が上行波よりつねに多かった（図4）。同様
翼

　　　　　　　　　　　　　　　／t　　　　　　・　　　　　さきに著渚は家兎の着床前の子宮運動について，子

　M　24　fMl　－2　4－6　8　JO　121416　tS？o　　　宮の蠕動運動の頻度は交尾後7時間で最高値となり，
H「s’afte「　matinε@　　H「s°afte「inse「ti°n　　　　　　　　交尾後1周には減少して低値となり，交尾後2日には

Fi
|。1邑、F艦澱゜雛「1烈詳糠」二B　再醐・して第・の離を示・，その凶噸尾後

　　cerv寧of　thq．9qid争tube・（vaginal　s，ide，　　　4日となり，以後減少しつつ着床期に至ると報管し

　　rabbit　no．126）　　　　　　、、．．　．　　　　　　　た31）。本契験において観察された導管挿入後の蠕動遅

　　　￥漁瓢，4磁・舶1h蜘・　動嚇麟加旺鮫尾獅・はみら榔蝉繍
　ド惣1　．　・・1　．…　　1　、　　　　　1　　　　加で曝ってlt1側のモ宮頸管に導管セ挿入し歓リ．γダ

・著、。’ll・．・L…」1…・…・・ひtt；・　・ル灘琳破入したことを・よ・ズ生鉢糟珊矛？

馳　　tt．　　、．11．一　＿凸1　’－t）o，阜、“，n，d剛s繭s　　　れる。受精卵の子宮頸管経由移植に際しては子宮頸管

1：：〈1，や1緊ll／IN淵∵野一・灘蔓雛享畿斐獣蒜r蝶，錨総

tS　8，い　　　　　　’』v’　1’1・li・，：1・・1・・、　L．＿一．一　　　　らみれば少な’くともi，交尾後48時間前後の家兎に受精

重　、　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵の子富頸管経由の移植を行なreば子宮の嬬動運動は

di　　馳　　　　　　　　　　　　　　　．　　　約12時間は異常に促進されるものと考えられる。．さ
’1’ 撃P P4　－r　　　らに干寓頸管に近」・子宮％の部位で個体にょり不規則

H「g・afte「mating @　　H「s・afte「】ns吋i°n　　．　　　　　ではあるが，頻度が増加した蠕動運動の上行波より下

　Fig．3，　Freque，ncy　of　uterine　pe￥istalsis・in’一・　　　行波が多い時期がみ、られたことは，、この時期に子宮内

．離，註y轟、dlil欝淵細1溜　容伽子宮脚排H，iが行酬・るも・・鵜・…

　　「ight　ute「｝us・・abbit…　126）・．　I　V、　る・　／’1・…　　’　・「一・

　　　￥：臨48－・晦・‘　・、．・み獣獅の瀬鰍に・・る人・・卵

r、、．，。．　　　　P、1、　　　交尾御時間の腹繊兎に子窩瀦鋤で1但11の子
ξ　　　　　、　　，，　　t、　　　　　．　．，　　　　宮に導管を挿入し，リンゲル液0．5認に浮遊した・a2P

：d　！6、　、．、．、．，，　、　、．i、．、t／▽「1，野…dρ・・ir｝・1・i・　　　漂識人工卵を注入し，以後8時間までの間に各家兎を

誓12A・’，　lkll“・’｝lgil：　，，・，．V　－・・…1・・卿・・・・・・・…　　屠殺して1人コ：卵の子宮外・への排出の状況をAqt・・

1蜘㌘＼付へli－－1’鴨糠宅，臨繍欝糠儲謙
1・し．、、．一、＿＿添1佃　“’薗　伽・そ囎綿・人工購繰が識入後1・

　、，2、一一、，4、Sle　12141f、　ls，。　醐から18時間まi7C’e？例1こおV’ては゜’・一β゜％子宮峨

Hrs．　efter　rnating　、　Hrs．　aft。6　ih。el，ti6｝i，、．，　　　　　存し，注入後数時間弾多数の人工卵が子宮外に排出さ

・Fig：4、　F，e・lti，ncゾ1。f・廿・6fi。どperi，t。1，i，　i。．・　れた・この結卿‡．廓鞘翻の観察による推定帳

　　duced　by　right．、βidel　insertion　through，　　　付けたものであり；したがって家兎において交尾後48

・躍x。離謝器脇占lmiddl旦pa「t・f　時間轍・受糊瞬騨経由の移植を徹・ま，

　　　’M：Ma℃ing　ll・　”・x　　　　．；　　　　　　　　　子宮運動の異常な促進によって受精卵の子宮外排出が

　LLIIInsertion・48　hrs．ひ正ter　mating　　　　　　あるものと思われる。　　　　　　　、　　　1
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家兎の子宮頸管経由による受精卵の移植に関する研究　（1）

Table　1．　Remain　of　the　32P　labeled　artificial　ova　deposited　by　one　side　through　cervix

　　　　48hrs．　after　mating．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　of　artificial　ova

　b・t…騰欝臨騨廿㎞認隅一　、Re㍗
　137　　　　　　　　　　　1eft　　　　　　　　　　　　　　　　O．1　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　100

　130．　　　　　　　　　　left　　　　　　　　　　　　　　　　　1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　80

　140　　　　　　　　　right　　　　　　　　　　　’　2．0　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　0

　134　　　　　　　　　right　　　　　　　　　　　　3．0　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　40

　139　　　　　　　　　　　1eft　　　　　　　　　　　　　　　　4．0　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　40

　136　　　　　　　　　　　1eft　　　　　　　　　　　　　　　　　5．0　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　0

　138　　　　　　　　　right　　　　　　　　　　　　6．0　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　80

　135　　　　　　　　　　1eft　　　　　　　　　　　　　　　7．0　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　17

　112　　　　　　　　　right　　　　　　　　　　　　　8．0　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　0

Fig・5・典u．toradiogram　of　S与e　32P　labeled　ar一　　　たず崩壊したものが多かった。この32Pの追跡の結果

濫離：。窯鼎需・藍耀1噌1　を・・…ad・・9r・mの・・Pの強・で表・たもの・・表・

　　6mins．　after　dqpo，sition　artificial　ova　　　　である。また32Pの分布から子宮内に残存する人工卵

　　（rabbit　no・137）・（2）7hrs・after　deposi二　　　数を推定して表わしたものが表3である。

　　tion　P「tificial　ova（「abbit　no’135）’　　　　　　　　表に示すように，　HCG注射後2，3日に人工卵を子
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登内徳一郎

↑ab聾e　2，・Radioactivity　in　the　reproductive　tracts　24　hrs．　after　the　deposition　of　32P

　　　　labeled　artificial　ova，　one　by　insertion　through　cervix　and　the　other　by

　　　　inlection　throしlgh　uter三ne　wal1．

黙・一血欝諜黒日騰；；警織鷺轡
　　　2　　　163　　　冊　　　＋　　　朴　　　＋　　　粁
　　　2．　　　　　　　　　164　　　　　　　　　－H－　　　　　　　　　｛lf　　　　　　　　　十　　　　　．　　　　－IE－　　　　　　　　　　十皆

　　　2・．　　167．　　＋　　　惜　　　＋　　　tw　　　升
　　　2　　　　　　　　　　　171　　　　　　　　　　柵・．　　　　　　　　一トト　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　斗梓　　　　ド　　　　　　　冊1

　　　2　　　　　　　　　　172　　　　　　　　　十1－　「　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　一llト　　　　　　　　　　モ11卜

　　　3　　　　　　　　　　　168　　　　　　　　　　　iH・　　　　　　　　　　十ト　　　　　　　　　　ーH一　　　　　　　　　　升鑑一　　　　　　　　　　　十卜

　　　3　　　　　　　　　173　　　　　　　　　十　　　　　　　　　 十卜　　　　　　　　　一ト　　　　　　　　　十ト　　　　　　　　　　11停

　　　合　　　　　　174　　　　　冊　　　　　　一Hf　　　　　十ト　　　　　ー肝　　　　　　柵

　　　4169覗什一llV十モ汁　十汗　　　．4　　　　　　170　　　　　 一刊一　　　　　 惜　　　　　 →十　　　　　 駐卜　　　　　　十卜

、・　．4　・　175　　柵　　　＋　　　朴　　　・HF　　、柵
　　　4　、，　176　　＋卜　　　HI，　　．升　　　冊　　　＋
　　　5　　　・　　　　　　「161　　　　　　　　　　→皆　　　　　　　　　　　イ汗　　　　　　　　く　十ト　　　　・　　　　　　温i『　　　　　　　　　　　－

　　　511：162　．　－11一　　升1　　　朴　　　’冊　　　＋
　　　5．≒2・　・　　179　　．　　．　・m÷．・　　　　十卜　　　　　　十　　　　　　柵　　　　　　 十

　　　5’．．．180、　　鼎　　　冊　　　柵　・　柵　　．升
「　　．5　　　　　　183，　　　　　粗ト　．　　．．　帯　　 @　　－H－　、　　　　州卜　　　　　　 十

　　翼
　　T・bl・3．　Remψ・f　the　32P　l・b・1・d・・tif｛・i・1・v・24　hrs・・fter　th・d・p・siti°n　th「°ugh

i　　　　、　the．　u．亀erine　walL　　　l

　　」　「　　　　　　li　　　　　　　　No．　of　artificial　ova　　、　No，　of　artificial　ova
鶉葦：畿，．。。．。，’，、bb、ts　d蝉・d・nu・erus　rem・…nu・・…　R。m、・。，a・，

HCG　　　「’　　　　　　　　right　left　total　　right　left　total　　　（％）

2　　　　　、　、「』、　　　　　5　　　　　　　　　．　25　．　　　24　　　　　　49　　　　　　17　　　　　12　　　　　　29　　　　　　　　59．2

3噛 R　1514299，61551．7ダ’　，4　　・9』・7　36　17　12　29　．8°・6
5　　　　　　　　　　　　　「5　　　　　　　　」’　25　　　　　25　　　　　　50　　　　　・25　　　　　23　　　　　　48　　　　　　　96，0

Tρt。1　　　17　　，84　80　164　』68　53　121　．73・8
　　　The　number　of　ova　was　estimated「by　the　analysis　of　autoradiogram　of　uterine　horn．

　　　　　　　　　　　　國1；

宮内に注入したものは，‘・32Pの子宮内での残存ば比較　　　2）。．また，これを推定しte1k存卵数で比較すれば

的歩なく，｝爾こ多く排出され，また個体によっては体　　　H¢G注射後2，3日に注入した場合の人工卵の残存率

外匿排泄ゴされL（飼育箱内に放射能が検出されたものも　　　は59．2～51．7％であるが，注射後4日では80・6％とな

あ．った。注射後4日に注入した個体は，32P’を子宮に　　　り，注射後5日では96．0％の人工卵が子宮に残存した

多く残存するが，中には膣ぺ多く排出した個体もあっ　　　（表3）。さらla　32Pの子宮での残存の傾向は注入部位

売。瀧射後5日に人工卵を注入した個体は，32Pの子　　　に多かった。すなわち，右子富は頭側に，左子宮は尾

宮内での残存が最も多く，膣への排出は少なくて，中　　　側において32Pが多く残存する傾向にあった。また，

には膣に32Pの全く認められない個体もあった（表　　　すべての個体において卵管には32Pは認められなかっ
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家兎の子宮頸管経由による受精卵の移植に関する研究　（1）

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動の様相が前2老の間にあるため，人工卵を子宮に

　なお，人工卵の排出については，本実験ではリンゲ　　　多く残存するが，中には膣へも多く排出したものもあ

ル液とともに寒天製の人工卵などの異物を子宮に注入　　　ったと思われる。したがって，家兎に排卵処置後2～

したこと，さらに注射針で子宮壁を穿刺し，子宮を刺　　　3日までに子宮に箋精卵め移櫃を行なえば，子倉外に

戟したなどの影響も考えられる。著者は家兎の着床前　　　排出される受精卵tS多く・なるものと考えられるボ

の子宮運動についての研究31）において・蠕動運動は受　　　　　D　HCG注射家兎への子宮頸管経由による

精卵の子宮到達，子宮内配分に関与するものと報告し　　　　　人工卵の注入

た。とくに蠕動運動の下行波は受精卵が子宮に到達す　　　　HCG注射後2～5日の間に，リソゲル液に浮遊さ

る交尾後2～4日には最高の頻度に増加し，蠕動運動　　　せた人工卵を1側の左子宮には子宮頸管経由で，他側

の強さを表わす蠕動運動収縮率は交尾後7時間で最高　　　の右子宮には蔵接子宮壁から，子宮に注入し，注入後

値となり，以後減少して着床期に至った。この間交尾　　　24時間における人工卵の移動の状況をしらべたが，こ

後4日に前日よりやや増加した。したがって，本実験　　　の実験においても子宮に注入して24時間を経過した寒

でHCG注射後2，3日に人工卵を子宮に注入し，　　　天製の入工卵は崩壊したものが多かった。

3，4日に屠殺，生殖器を摘出した例では，下行波の　　　　Autoradiogramによる子宮，膣内における32Pの

頻度が最高の時期であり，蠕動運動収縮率も比較的高　　　分布状況を表4に示し，32Pの分布から子宮内に残存

い時期であったであろう。そのため子宮外に排閏され　　　する人工卵数を推定したものを表5に示す。

たものと思われる，HCG注射後5日に人工卵を子宮　　　　HCG注射後2，3日に人工卵を子宮内に注入したも

に注入した例では，子宮の蠕動運動の頻度および収縮　　　のは，両側子宮とも32Pの残存は少なく，膿にも少な

率が減少し，人工卵を膿へilllliする下行波が上行波よ　　　かった。多くの32Pは体外に排泄され，飼育箱内に放

り少なかったことによって人工卵の子宮への残存が最　　　射能が検出された。注射後4，5日で注入した例，と

も多く，膣への排出が少なかったものと考えられる。　　　くに注射後5日の例においては32Pは両側子宮ともに

また注射後4日に注入した個体では，この時期の子宮　　　多く残存し，膿への排出は比較的少なかった（表4）。

Table　4・　Rad圭oactivity　in　the　reproductive　tracts　24　hrs，　after　the　deposition　of　32P

　　　　labeled　artlficial　ova，　one　by　圭nsertion　through　cervix　an（l　the　other　by

　　　　injection　through　uterine　wall．

語翻eg，　R。bb、t，α謙tiv’ty　in「ight－一賢搬1望塑1eftド・d・・alt・…y

HCG　　　　　　　　　　　　　upPer　part　lower　part　　uPPer　part　lower　part　　川vagma

2　　　　　　　　　187　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　椙’

2　　　　　　　　188　　　　　　　　－　　　　　　　　十　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

2　　　　　　　　　　189　　　　　　　　　　十卜　　　　　　　　　　十ト　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　十ト　　　　　　　　　　　十i－

2’ @　　　　　　　　　190　　　　　　　　　　　十卜　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　モ｝ト　　　　　　　　．　”十卜

3　　　　　　　　　　185　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　IIト　　　　　　　　　　十1一　　　　　　　　　　料ト　　　　　　　　　　　＋

3　　．186　　　＋　　　＋卜　　　朴　　　卦　　　一ff

4177斗什相一十ト十刊一　十
4　　　　　　　181　　　　　　　柵　　　　　　　冊　　　　　　　→十　　　　　　　朴　　　　　　　　十

4’　　　　　　182　　　　　　　十卜　　　　　　　十卜　　　　　　　十ト　　　　　　　→梓　　　　　　　　一1｝ト

5　　　　　　　　　　165　　　　　　　　　・Hト　　　　　　　　　・LFI一　　　　　　　　　帯　　　　　　　　　 →｛ト　　　　　　　　　　　十

5166－H－・【・IV十トーIH－　十5　　　　　　　　　184　　　　　　　　　－IHI・　　　　　　　　　一冊一　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　報卜　　　　　　　　　　¶十

Cervical　irisertion　for　the　left　uterine　horn　and　injection　for　the　right　one，　both　at　the

ovarian　end，
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、：1　登内徳一郎

ぺ　咽，　・iTab■b　5いReπTailゴof’・the‘鷲P　labeled　artificial　ova　24　hrs，　after　the　deposition，　oロe　by

　　　　　　　・in＄ertion　through　cervix，and　the　other、by　injection’　thro．qgh　“terine　wal1

D由》s。’fti，Fコ』層1・一㌧N・；”bf・・tifi・i・1。・・－N・…f，・・tifi・ial『・qヤa　｝　　：・・

・1・jとqti。。。f　N6．。f，abbit，　d舩魍1皿血辿壁隙晶「噸卿騨・s－R。m、in　r、tピ

．．旦里臨＿＿、，一．＝一一　三墜二＿璽．一一t°ta1．＿讐虹L　lefl一鰭1、L（鍛一一．

　　　2．　、it　、，・4∫、　・，19，　26　　45・畠・、　3　　4　9・，7　　 ・16
　　　3　　　2、1、　13　16　29　 5　蓄1β　，・1．1，　、37．g〆

　　　4，’一・・　　1・4・…　　！20、、16　36　』15．　10　、、25＿，69・4

　　　5鱒　・、　3、－16・∴15　糾　　12、　よQ・．．142　　7Lo
「ξ　　　iTot自1　　　　．　　　　　　131：’t　　　　　　「，68　　．∴　73　　　　　141　　　1「　35　　　．　30　　．　　65　　　層　　　　「46．1

　　　・桑he　nun、ll，，。f。・轍w飴e，tim，t。そl　by　th6。，、al，繭振1t。，。di。9，alll　’。f　th，，ゼ。i・i。。・h。，m

　　　、い1『…：ノ：t：・rl　　・』、ザヒ　．・・零，・　　　・，．．　　・　　　　　1「』L．

また，推定しt5人工卵あ子富内での残存率で比較ザれ　　　は，’豪兎における子宮頸管経1郵こよる導管挿入，およ

ば宜C（｝注射後「セ’梱カミi5，6％，’3Flが37，9％であり　　　びり，ンゲル液の子宮内注入tLr行なうことにょ・る予密運

少なく，・注射後4臼’が69．”4％，51・1では710％＄－sy　　動の異常な頻度増力漁排卵処概後20前後｝こ最も激じ

く，注射後ゐ時間め経過ととむに人工卵の襟宮ぺσ）残　　　く，その後ほ前に帳告31）した象兎の子富運動が交屠後

存は多く娠る傾両があった’（表』5う。1「”さ．らに32Pの子　　　’12日以後減少しつつ着原期に至ると同様，鱒管挿入な

宮内の残存部位については人荘珈の注欠され弛部位1　　　どめ刺戦に対する子宮の感受性が減じて子宮運動の異

ずなおち芦導管挿入を行なった左側％は子宮尾側に，　　　常な増加の程度が減少もつつ蒼床期に至るものと思わ

右側警は子宮頭側に多く残存する傾向が認あられた。「　　れる。，’したがっ七，受精卵の子宮頸管経由の移植はこ

なお，この曇験においても卵管にほ翁ゆを認めなかっ　　　の時期以後に行なうべきであると思われゐ。子窩頸

た。9’　　　　　「　』　’　　　　　　　t’　　　　管経由懸受精卵移植を行なって良好な成績をえた報告

　またt実験Dにおける，HCG注射から人工卵注入ま　　　の中で，　Shah5）は交尾後6日の卵を使用しており，ま

での日数における天工卵の子’餌内残存と1陪ぺの排1こllの　『　・た．・Eafez6＞は時期の明記はないがDonorの子富から

傾向は，対照として1［t接子宮に人工卵を注入した実験／’　M6rtila　stage・d卵を採取し，・Donorと同期化された

Cの成績の傾向に類似していた。しかし，子宮に残存　　　薦cfpi6批に移植しているし｝lDau乞ier7）e＊　Blastocyst

し旗『22璽強さ．hおよび推定した人工卵数は実験Cのtd：・　．をRecipie’ittに移植しているので1やに触ζの時期に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　：’l　トtt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　

畿繍錨欝郷鵯τ灘欝一灘鱗撫拶旧移幽難、された物、、
子宮頸管を経由して導管挿入を行なったことにょゲ七　　　て，最近杉江24）25）が子富頸管を経由せず膣壁をとおし

交尾家兎と同様HCG注射家兎にも子宮運動の異常な　　　て轟〔接子宮内に移植する方法を考えて成功したことは

頻度増加があったことを示すものと考えられる。HCG　　　注目される。この場合杉江はCO2を子宮内に注入す

注射後2，3日に人工卵を子宮頸管を経1、llして子宮に　　　ることにより非外科的な移植を行なった。　Rowsonら

注入した例では32Pは子宮内の残存も少なく，膣にも　　　ヨ6）はこのCO2の子宮内注入に着目して子宮頸管経由

少なく，多くのs2Pが排：t【ll’された。このことは，交尾　　　の移植にCO2を用いて8例中3例のRecipientに妊

後48時間前後に子宮頸管への導管挿入を行なった家兎　　　娠させることに成功したと報告した。CO2の妊娠継

に観察されたと同様に，排卵処蔵後2，3日は子宮運　　　続を助ける機能について食owsonらは，移植した卵

動の異常な増加があって，多くの32Pが数時間にして　　’　を子宮外に排出する子宮筋をおそらく弛緩あるいは麻

子宮外に排出され，その後屠殺までの間に体外に排泄　　　酔させるものであろうと推論した。家兎においても，

されたものと思われる。したがって，この時期に子宮　　　CO2を注入した場合子宮の運動がどのよう1な変化を

運動を抑制すると考えられるProgesteronなどの投　　　示すかについては今後検討さるべき問題であると考え

与の実験36）も今後検討さるべきものと考える。　　　　　　る。　　　　　　　　　t／t　　　　　噛

　HCG注射後4，／：　i　ro・n日・；t・・とく・に・5ト田に1即1は子’宮内1・“，1，　，11なお1本実験において，層使用した寒天製の人工卵ほ子

に多く残存し，膣への排出は比較的少なかった。これ　　　宮に注入して24時間を経過すれば原形を保たず崩壊し
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Fig．6．　Autoradiogram　of　the　32P　labeled　ar－　　　　　Fig．7．　Autoradiogram　of　the　32P　labeled　aP

　tificial　ova　24・　hrs。　after　the　deposition　　　　　　　　　　tificial　ova　24　hrs．　after　the　deposition　in

　through　the　uterine　walls，　right　side　at　　　　　　　uteri，1eft　side　by　penetration　through

　the　ovarian　end　and　left　side　at　the　cer－　　　　　　　　　cervix　and　right　side　by　injection　through

　vical　end．　（1）Artificial　ova　deposited　2　　　　　　　uterine　wall．（1）Artificial　ova　deposited

　days　after　injection　of　HCG　（rabbit　no，　　　　　　　2days　after　injection　of　HCG　（rabbit　no．

　172）．　（2）Artificial　ova　deposited　4　days　　　　　　　187）．　（2）Artificial　ova　deposited　2　days

　after　injection　of　HCG（rabbit　no．169），　　　　　　　　after　injection　of　HCG（rabbit　no．184）．

たものが多く，Autoradiogramに記された32Pの強

さによって子宮内に残存する人工卵数を推定した。最　　　　　　　　　　　IV　摘　　要

近，人工卵を用いた実験にはイオン交換樹脂20）36）37）38）　　　家兎受精卵の子宮頸管経由移植の際の受精卵排出の

あるいは硝子製ビーズ35）などによるものもあるが，こ　．　問題について検討を行なうため，家兎に交尾あるい

れらの人工卵も比重，硬度などに問題があるように思　　　はHCG　501Uを静脈注射により排卵を誘起させてそ

われる。例えばイオン交換樹脂に1311を標識して卵管　　　の後2～5日にリソゲル液0．5認，あるいは32Pで標

内の通過速度をみた中村ら38）39）の実験において，人工　　　識した人工卵を浮遊させたリンゲル液0．Smeを子宮頸

卵の通過速度は自然卵39）よりいくぶん早いことを認め　　　管経由あるいは子宮壁から直接子宮に注入した。注入

ている。卵子の移動は卵管，子宮などの蠕動運動ある　　　後に起る子宮運動の変化を腹窓法で観察し，また人工

いは繊毛運動によって行なわれるとする考えからみれ　　　卵の移動の状況をAutoradiographyを用いてしらべ

ば，卵子と異なる比重，硬度は人工卵の移動速度を変　　　た。結果の概要は次のとおりである。

化させ，子宮，卵管などの運動を誘発する結果となる　　　　1）腹窓を装着した家兎において交尾後48時間に1

ものと思われる。また，受精卵を放射性同位元素で標　　　側の子宮頸管経由で子宮に導管を挿入し，リンゲル液

識した報告4°）もあるが，今後さらに適当な人工卵作製　　　を注入した時，両側の子宮の運動，とくに蠕動運動は

の検討が必要と考えられる。　　　　　　　　　　　　　注入後1時間内に急激に頻度が増加し，その後不規則
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